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24年6月期第一四半期の業績についてご説明します。

受注高は、
半導体は、メモリ・先端ロジック投資が抑制され１Qは、低下しましたが、下期からの投資回復を見込
んでいます。
日本・中国でのパワーデバイスのSiC投資活発化
EVバッテリーの小型大容量化、安全性向上に向けた正極集電体のアルミ箔から両面アルミ蒸着膜へ
の置き換えの量産投資本格化、
等により、前年同期比大幅に増加しました。

売上高については、前年同期並みとなりましたが、受注残高は1,600億円を超えており、2Q以降の
売上増加を見込んでいます。

営業利益は、前年度の高利益率案件の剥落等により、前年同期を下回りました。
2Q以降は、売上増加等により、利益率の改善を見込んでいます。
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こちらは、サマリーでご説明した通り、
受注高は、バッテリー関連投資活発化、パワーデバイス投資増加等により、前年同期比大幅増加しまし
た。

売上高は、前年同期並みですが、受注残高は1,600億円を超えており、2Qより売上増加見込みです。

営業利益は、前年度の高利益率案件の剥落等により、前年同期を下回りました。
受注高は社内計画を大きく上回り、売上高・営業利益はほぼ社内計画通りとなっています。
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受注高は、
半導体は、メモリ・先端ロジック投資が抑制され、１Qは、低下しましたが、下期からの投資回復を見込
んでいます。
日本・中国でのパワーデバイス投資、特にSiC投資が１Qに集中しました。年間の受注見込みに変更は
ありません。
各種電子デバイスの技術革新・増産投資も継続しています。
EVバッテリーの小型大容量化、安全性向上に向けた正極集電体のアルミ箔から両面アルミ蒸着膜への
置き換え投資が本格化し、少しでも早く製品化を進めようと投資が1Qに集中しました。バッテリーの年間
計画を上回る可能性がありますが、パネル関連投資のずれ込みの可能性もありますのでFPD関連として
は計画に大きな変更はありません。
このようなバッテリー関連・パワーデバイスの1Q集中もあり、社内計画を上回るとともに、前年同期比でも
大幅に増加しました。

売上高は、前年同期並みですが、受注残高は1,663億円となり、前年度1Qの1,310億円から3割増
加しており、2Q以降の売上増加を見込んでいます。
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売上総利益率は売上高の前4Q比減少等により低下しました。

営業利益も売上総利益率の低下、販売関係費を中心とした販管費の増加等により低下しました。

2Q以降は、高水準の受注残高を背景とした売上増加等により利益率改善を見込んでいます。



半導体は、メモリは投資抑制が継続していますが、HBM（ハイバンドワイズメモリ）関連投資が寄与し
て下支えしています。
DRAM投資は下期からの回復を見込んでいます。
先端ロジック投資も下期からの回復を見込んでいます。

電子のパワーデバイスは日本・中国で6インチのSiC投資が活発化し、1Qに集中して受注する形となり
ました。最近の中国のパワーデバイスの投資サイクルは、下期は春節の影響もあり、上期、特に1Qに集
中する傾向にあります。今回は国内投資も1Qに集中しました。
中長期的には来年度以降、 8インチのSiC投資の本格的な活発化を見込んでいます。
各種電子デバイスは、センサー等、技術革新・増産投資が継続しています。

EVバッテリーの小型大容量化、安全性向上に向けた正極集電体のアルミ箔からアルミ両面蒸着膜へ
の置き換え投資が本格化しています。少しでも早く量産化・製品化を進めようと各社の投資が1Qに集
中しました。
ディスプレイビジネスは、低消費電力化・高精細化等のための工程変更等の受注が継続しており、IT
パネル用OLED投資は来期以降の本格化を見込んでいます。

コンポーネント・マテリアル・カスタマーサポート等の安定基盤ビジネスも堅調に推移しています。
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投資が活発化し、1Qに受注が集中したバッテリービジネスについてあらためて説明します。
EV用のバッテリーには、①小型大容量化・軽量化、②安全性向上などの品質面の技術課題に加え、③
コスト低減、④バッテリー製造時のCO₂削減、⑤生産性向上などの課題があります。
左下にバッテリーの構造図がありますが、今回は正極集電体を従来の10~12μmのアルミ箔からプラスチッ
クフィルムの両面に裏表各1μmのアルミを蒸着したものに置き換える成膜を実現する両面蒸着巻取装置
の受注が活発化しているものです。

これにより小型大容量化・軽量化が実現するとともに、プラスチックフィルムを挟むことで事故等の衝撃によ
る短絡・火災リスクを低減させる効果があります。
アルバックは従来から自動車用のフィルムキャパシタ向けに高速片面の蒸着装置で9割以上のシェアで、熱
ダメージ抑制による高速長尺成膜を実現していました。
この技術を使って、両面一括・1回成膜で高い生産性を実現しており、生産性の面でも他社と差別化で
きています。

バッテリー製造時のCO₂排出の25%程度をアルミ箔が占めていることから、アルミ使用量を10μmから２
μmに5分の1に減少させることで、バッテリー製造時のＣＯ₂排出量を20%程度引き下げる効果もあり、
また材料コストも低減させることができます。

現在の世界のＥＶ生産の過半は中国で、車載用バッテリーの生産も6割以上が中国となっているため、
前4Ｑ・今1Ｑに集中している受注は中国中心となっています。

各社ともいち早く量産体制を組もうと初期投資のスピード競争となっており、１Qは140億円を超える受注
となりました。通期でも200億円を超え、26/6期には300億円を超えるビジネス規模になる見込みです。

Q毎に見ますと、受注の波はありますが、バッテリー・パワーデバイス等の市場が拡大し、
ロジック・メモリ投資も下期からの回復が見込めることから、中長期的な成長余地は大きいと考えています。

私からのご説明は以上です。
ご清聴ありがとうございました。
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